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Windom2018 医学部受験のことなら全てお任せ下さい 

2018 年度 日本医科大学後期入試 生物解答速報 
 

18 年 日本医科大学－医学部(後期) 生物解答 

 

Ⅰ 生物の分類と進化 

問１．ア…綱         イ…門         ウ…分子時計 

エ…古細菌       オ…真核生物 

エ…(う)，(え)     オ…(お)，(か) 

問２．(1)…(う)        (2)…(か)，(く) 

問３．Ⅰ群…(い)       Ⅱ群…(ｄ) 

問４．Ａ…ボノボ       Ｂ…ゴリラ       Ｃ…オランウータン 

Ｄ…ニホンザル     カ…2520        キ…1080 

問５．①…(あ)，(う)     ②…(う)        ③…(あ)，(う) 

④…(あ)，(い)，(う) 

(あ)…(ａ)，(ｆ)    (い)…(ｃ)，(ｈ)    (う)…(ａ)，(ｊ) 

問６．Ⅰ群…(う)       Ⅱ群…(ｂ)，(ｇ)，(ｈ) 

 

Ⅱ 神経系 

問１．ア…(い)  イ…(え)  ウ…(お)  エ…(お)  オ…(え) 

カ…(あ)  キ…(お)  ク…(か)  ケ…(き)  コ…(く) 

問２．閾値 

問３．(う) 

問４．(a)…(え)  (b)…(う)  (c)…(お)  (d)…(か)  (e)…(き) 

問５．(1)…(あ)，(え)，(お)，(う)，(い) 

(2)…(う) 

(3) Ⅱ群…(あ)  Ⅲ群…(う) 

 

Ⅲ 遺伝子発現の調節と細胞の分化 

問１．(あ)，(お) 

問２．非翻訳ＲＮＡ－Ｘ…(い)   非翻訳ＲＮＡ－Ｙ…(え) 

問３．(う) 

問４．ＲＮＡ－Ｙ５…Ｐ      ＲＮＡ－Ｙ６…Ｑ 

理由…領域３を含むＲＮＡ－Ｙ２とＲＮＡ－Ｙ３では折線Ｐになり， 
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領域３を含まないＲＮＡ－Ｙ４では折線Ｑになることから，領域３の 

有無で結果が決まることがわかる。 

 

【講評】 

大問数，解答数ともに昨年と同様であった。前期試験と同様に，Ⅰの一部とⅡが知識

問題で，Ⅰの一部とⅢが考察問題であった。知識問題：考察問題＝７：３で，知識問題の

割合が高くなった。問題のレベルは基本：標準：発展＝６：２：２で，前期試験に比べる

と解きやすい問題である。時間的にはちょうどよく，Ⅲの考察問題に 30 分以上の時間を

かけることができたであろう。 

 

Ⅰ：問４は分子系統樹に関する計算問題である。計算しやすい問題設定になっており

基本的な問題である。その他の問題は知識問題であり，２問程度のミスで乗り越

えていきたい。 

 

Ⅱ：全問が知識問題であり，すべて基本的な問題である。Ⅰと同様にミスは２問程度

にとどめておきたい。 

 

Ⅲ：知識問題はなく，設問の文章をじっくりと読み考える本格的な考察問題である。

日本医科大では前期，後期ともに毎年このような難しい実験考察の問題が出題さ

れる。問４が唯一の論述問題であるが，実験の内容が解読できれば書きやすい。 

 


